














































































































































































































































































































































● 全学部 :高校別志願 ･合格者数
データベースの作成と配布
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●教育学部 :志願倍率 ･志願動向に
ついての資料提供と説明,面接用
採点ループリックの作成,志願者
増のための方策の提案
●経済学部 :志願倍率 ･志願動向に
ついての資料提供と説明,面接採
点ルーブリックの改善案の提案
●薬学部 :センター試験理科,一般
選抜前期試験理科の選択科目別の
学業成績の比較資料の提供,入試
区分による進路状況の比較資料の
提供
今後も,このような活動を地道に行
うことで,アドミッションセンターに
対する信頼を得ていきたいと考えてい
る｡
3.6 研究会の開催
平成21年 1月5日にアドミッション
センター研究会 ｢志願倍率 ･競争倍率
に関する研究会｣を開催する予定であ
る｡今後も,他大学との連携および情
報交換を活発に行っていきたいと考え
ている｡
4.課題と今後の展望
本フォーラムNo.29の拙稿中に課題
として挙げた本学中期計画 ｢アドミッ
ションセンターの機能と役割を明確に
し,入学者選抜に関する諸課題に対応
する先導 ･支援組織として確立する｣
については,部門制の廃止と日的,莱
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務の変更によってほほ達せられたので
はないかと考えている｡現在のアドミ
ッションタ-は,少なくとも2年前に
比べると機能と役割が明確であり,か
つ先導 ･支援組織として機能も充実し
ているOこのことは3節で述べた本年
度の取組状況を見ていただければ読者
にも同意していただけるだろう｡
ただ,このことにより,｢入学者の
選抜に関する基本方針等を企画し,及
び審議するため｣に設置されている入
学者選抜委員会という組織との機能と
役割の重複度合いがさらに増した｡こ
の重複の生理が日下の課題である｡
例えば,岡山大学ではアドミッショ
ンセンターを設立した際に入学者選抜
委員会を廃止したと伺ったが,著者は
本学でも岡山大学と同様の方向で組織
を整理しなければならないと考えてい
る｡
幸いなことに,この間題についての
著者の考え方は,本年10月に就任 した
新学長が示した ｢副学長をトップとし
たラインの形成による学内組織のスリ
ム化｣という方針と一致するものであ
る｡そこでつい先日,入試担当副学長
に2つの重複する組織の整理について
の提案を行ったところ,早速原案を作
成するよう指示を受け,現在,規則改
定の作業に着手したところである｡
具体的には,現在設置されている入
学者選抜委員会を廃止し,これに変え
てアドミッションセンター運営委員会
(あるいはア ドミッションセンター会
読)のような名称の検閲を設置し,入
学者選抜に関する事項をすべて取 り扱
えるような方向での規則改定を構想し
ている｡
加えて,AO入試の抜本的な見直し
もしなければならないと考えている｡
毎年,若干の変更はあるものの,基本
的に前年踏襲という形で行われるAO
入試であるが,そろそろ改称も視野に
入れた見直しの時期に来ていると考え
る｡
まず,AO入試は文部科学省による
｢大学入学者選抜実施要項｣において
｢詳細な書類審査と時間をかけた丁寧
な面接等を組み合わせることによっ
て,入学志願者の能力 ･適性や学習に
対する意欲,日的意識等を総合的に判
定する入試方法｣と定義されている｡
このような非科学的な定義が与えら
れ,そして手垢にまみれた ｢AO入試｣
という名称から距離を置きたいと考え
ている｡
そしてその上で,見た目の手続きは
さほど変わりはなくとも,外部から見
えない部分は科学的な (具体的には,
テス ト･スタンダー ドに準拠した)千
り方で,アドミッションポリシーに沿
った学生を選抜できるような入試の設
計を行いたいと考えている｡現在,そ
の入試の名称と大まかな枠組みはすで
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に頭の中にある｡ここでそれを開陳す 募集要項等を通してそれを皆様にお知
ることはできないが,無事,学内の賛 らせすることができるだろう｡ご期待
同を得ることができれば,近い将来, 頂きたい｡
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